
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
八
巻
第

一
號
 
卒
成
元
年
十
二
月

親

鶯

の

コ

ス

モ

ロ

ジ

ー

菅

野

隆

一

親
驚
思
想

の
根
底
に
は

一
つ
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
が
伏
在
し
て
い
た
。

こ
こ
に
い
う
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
と
は
、
宇
宙
の
形
態
や
起
源
に
関
す
る
理

論
の
謂
で
は
な
く
、
宇
宙
を
有
意
味
的
な
秩
序
空
間
と
し
て
捉
え
る
こ

と
を
い
う
。
親
鶯
に
は
宇
宙
を
宗
教
的
な
意
味
空
間
と
し
て
捉
え
る
基

底
的
な
認
識
が
あ

っ
た
。
小
論
は
、
そ
う
し
た
親
鶯
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー

の
具
体
的
な
内
容
と
意
義
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
考
察
が
広
範
囲
に
及
ぶ
の
を
さ
け
る
た
め
、
こ
こ
で
は
と
く

に

「
天
体
宇
宙
」
の
問
題
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
論
述
を
進
め
る
こ
と
に

し
た
い
と
思
う
。

『教
行
証
文
類
』
の

「化
身
土
文
類
末
」
に
は
周
知

の
よ
う
に

『
大

集
経
』

の
引
文
が
延

々
と
続
く
。
親
鷲
は
そ
の
引
用
を
と
お
し
て
天
体

の
問
題
に
言
及
し
て
い
る
。
内
容
を
略
説
す

る
と
、
「魔
王
波
旬
星
宿

品
」
の
引
文
で
は
、
釈
尊
の
因
位
と
さ
れ
る
怯
盧
風
旺
仙
の
語
と
し
て

「
我
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
を
安
楽
な
ら
し
む
る
を
も

っ
て
の
故
に
星
宿
を

布
置
す
」
と
説
い
て
、
星
宿
配
置
の
目
的
を
明
か
し
、
続
い
て
こ
の
星

宿
の
運
行
と
季
節
の
推
移
に
対
応
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。
会
座
の
天
人

等
、

こ
の
所
説
を
聞
い
て
随
喜
し
、
さ
ら
に
無
量
世
の
後
に
も
伽
力
伽

と
い
う
仙
人
が
出
現
し
て
、
怯
盧
風
託
仙
と
同
様
に

「も
ろ
も
ろ
の
星

宿
、
小
大
月
の
法
、
時
節
要
略
を
説
く
」
こ
と
が
告
げ
ら
れ
る
。
星
宿

の
配
置
と
運
行
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
季
節
の
推
移
は
す
べ
て
衆
生
の

安
穏
の
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
所
作
事
業
は
時
劫
を
貫

く
、
と
こ
の

一
段
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

数
段
後
に
続
く

「諸
天
王
護
持
品
」
の
引
文

で
は
、
星
宿
の
マ
ン
ダ

ラ
的
布
置
構
造
を
明
か
す
。
す
な
わ
ち
、
二
十

八
宿

・
十
二
曜

・
十
二

宮
等
の
星
宿
は
、
無
秩
序
に
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

仏
意
に
よ

っ
て
、
須
弥
の
四
州
に
分
布
配
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
、
あ
た
か
も
天
球
図
を
描
く
か
の
よ
う
に
説
き
示
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
の
星
宿
配
置
の
目
的
は
ひ
と
え
に
人
界

の

「護
持
養
育
」
に
あ

る
と
す
る
の
で
あ
る
。

親
鷲
は
ま
た

『
唯
信
砂
文
意
』

に
お
い
て
も
、
天
体
の
問
題
に
言
及

し
て
い
る
。

「
こ
の
無
碍
光
仏
は
観
音
と
あ
ら
は
れ
、
勢
至
と
し
め
す
。
あ
る
経
(『安
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楽
集
』
所
引
の
疑
経

『須
弥
四
域
経
』
)
に
は
、
観
音
を
宝
応
声
菩
薩
と
な

づ
け
て
日
天
子
と
し
め
す
。
こ
れ
は
無
明
の
黒
闇
を
は
ら
は
し
む
。
勢
至
を

宝
吉
祥
菩
薩
と
な
づ
け
て
月
天
子
と
あ
ら
は
る
。
先
死
の
長
夜
を
て
ら
し
て

智
慧
を
ひ
ら
か
し
め
む
と
な
り
」
(真
聖
全
I
Iの
六
四
〇
頁
)

日
月
を
観
音
勢
至
の
示
現
、
観
音
勢
至
を
阿
弥
陀
の
示
現
と
す
る
極

め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
見
方
を
親
鷲
は
こ
こ
で
呈
示
し
て
い
る
。
親
驚
に
と

っ
て
、
日
月
は
単
な
る
自
然
界
の
事
物
で
は
な
く
、
深
層
の
意
味
作
用

(無
明
の
黒
闇
を
は
ら
い
、
生
死
の
長
夜
を
照
ら
す
)
を
あ
ら
わ
す
象
徴

的

な
存
在

に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、

略
述
し
た
よ
う
に
、
親
鷺
は
日
月
星
宿
を
す
べ
て
仏
の
布
置

と
し
、

こ
れ
に
人
界
護
持
の
役
割
を
付
与
し
て
い
た
。
星
宿
不
拝
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
は
そ
の
含
意
と
し
て
織
り
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
う

し
た
教
説
の
背
後
に
は
当
時

の
人
び
と
の
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
宇
宙

観
が
介
在
し
て
い
た
。

古
代

・
中
世
の
人
び
と
に
と
っ
て
、
天
体
は
畏
怖
す
べ
き
存
在
で
あ

っ
た
。
と
い
う
の
も
天
体
は
人

の
世
の
運
命
を
司
り
、
異
変

(
=
天変
)

を
示
し
て
災
異
の
到
来
を
告
げ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

当
時
の
史
書
、

日
記
類
を
検
す
る
と
、
彗
星

・
客
星

・
惑
星
ど
う
し
の

合
犯

・
眉
食

・
月
食
な
ど
、
天
変
に
関
す
る
記
事
が
実

に
頻

々
と
出
て

来
る
こ
と
に
は
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。
人
び
と
は
そ
う
し
た
天
変
を
災

異
の
勃
発
す
る
兆
候
と
し
て
甚
だ
怖
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
親

鷺
と
時
代
を
同
じ
く
す
る

『
玉
葉
』
『明
月
記
』
『
吾
妻
鏡
』
等

の
史
料

に
よ
っ
て
、
そ
の
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
貴
族
の
日
記
か
ら
九
条
兼
実
の

『
玉
葉
』
、
藤
原
定
家

の

『明

月
記
』
の
例
を
引
く
。

「主
税
助
時
晴
来
、
談
二天
変
之
問
事
噛
去
今
両
月
之
間
、
天
変

五
ケ
度
、

皆
是
希
代
之
変
異
也
。
就
レ中
、
太
白

(金
星
)
入
二太
微
一之
変
、
総
為
二天

下
一別
為
二大
臣
一慎
也
。
(中
略
)
末
代
之
変
、
災
狭
不
レ廻
レ踵
、
不
レ
可
レ
不
レ

慎
云
々
」
(治
承
元
年
七
月
十
二
日
条

国
書
刊
行
会
篇

『玉
葉
』
第

二
の

八
六
頁
)

「彗
星
者
第

一
之
変
也
。
去
年
焚
惑

(火
星
)
入
二太
微
ー
、今
年
彗
星
見
。

乱
代
之
至
、
以
レ之
可
レ察
云
々
」
(治
承
二
年
正
月
十
八
日
条

同
右

一
三

七
頁
)

「自
二去
比
一天
変
頻
示
、

一
有
二天
下
大
事
一之
由
、
司
天

(天
文
博
士
)
頻

奏
、
御
祈
無
レ隙
云
々
。
衆
口
微
々
、
閾
巷
浮
説
(民
衆
の
風
説
)
、
狂
乱
可
レ

佐
」
(建
久
七
年
六
月
十
九
日
条

国
書
刊
行
会
篇

『
明
月
記
』
第

一
の
四

六
頁
)

「下
人
等
称
三
一星
取
合
由
叩
望
二見
西
天
ー
、今
日
無
二繊
月
ー
、太
白
之

傍
、

東
南
方
敷
。

一
寸
許
有
二小
星
ー
、人
云
取
合
之
後
、
離
去
星
也
云
々
。
伝
聞
、

二
星
事
太
白

(金
星
)
歳
星

(木
星
)
相
去
三
寸
迫
犯
了
。
占
文
之
趣

(陰

陽
道
の
占
い
文
)
、白
衣
之
会

(葬
礼
)
・
兵
飢
之
由
云
々
」
(天
福

元
年

六

月
二
・
三
日
条

同
右
第
三
の
三
六
二
頁
)

『
玉
葉
』
『
明
月
記
』
な
ど
、
貴
族
の
日
記

に
は
天
変
に
関
す

る
記

事
が
頻
出
す
る
の
が
つ
ね
で
あ
る
。

こ
こ
に
例
示
し
た
の
は
そ

の
ご
く

一
部
で
し
か
な
い
が
、
当
時
の
貴
族
が
い
か
に
天
変
を
怖
れ
て
い
た
か

親
攣

の

コ
ス
モ

ロ
ジ

ー

(菅

野
)
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親
鷲
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー

(菅

野
)

を
示
し
て
余
り
あ
る
。
平
安
京
の
貴
族
は
些
細
な
天
変
に
も
敏
感

に
反

応
し
、
物
忌
み
や
修
法
を
取
り
沙
汰
し
て
、
畏
怖
に
み
ち
た
生
活
を
お

く

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
貴
族

の
み
な
ら
ず

一
般
庶
民
に
い
た

る
ま
で
が
天
変
に
お
ゆ
の
い
て
い
た
こ
と
も
、
右
の

『
明
月
記
』
の
記

載
内
容
か
ら
十
分
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
の
人
び
と
は
階
級
の

い
か
ん
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
畏
怖
の
念
を
も

っ
て
天
体
の
異
変
を
眺
め

て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
鎌
倉
幕
府

の
歴
史
書

『吾
妻
鏡
』

の
例
を
摘
示
し
て
お
こ
う
。

「十
三
日
戌
子
。
晴
。
自
二二
日
一至
二去
夜
一十
二
日
、
彗
星
連
夜
出
見
。
傍

今
暁
、
百
日
泰
山
府
君
御
祭
被
レ始
ニ行
之
一」
(貞
応
元
年
八
月

国
史
大
系

『吾
妻
鏡
』
第
三
の
四
頁
)

「
一
日
己
亥
。
戌
刻
、
歳
星

(木
星
)
犯
二辰
星
一
(水
星
)
。
又
榮
惑

(火

星
)
入
二太
微
一之
由
。
司
天

(天
文
博
士
)
之
輩
申
レ之
。
七
日
乙
巳
。
始
二

行
天
変
御
祈
等
一」
(貞
応
二
年
十

一
月

同
右
二
二
頁
)

「十
五
日
辛
酉
。
戌
刻
、
維
範
朝
臣
、
又
参
二六
波
羅
殿
ー
、太
白

(金
星
)

犯
二昂
星
ー
、歳
星

(木
星
)
犯
二鬼
星
一由
申
レ之
。
傍
為
二将
軍
御
祈
一被
レ行
二

属
星
祭
一」
(嘉
禎
四
年
閏
二
月

同
右
二
二
二
頁
)

「
八
日
癸
酉
。
戌
刻
、
彗
星
近
二歳
星
一(木
星
)
。今
日
被
レ始
ニ行
天
変
御
祈

護
摩
叩
(中
略
)
十
七
日
壬
午
。
於
二鶴
岡
宮
寺
一令
二百
口
僧
ー
、被
レ行
二仁
王

百
講
ー
。将
軍
家
有
二御
参
ー
。是
依
二彗
星
出
現
事
一也
」
(仁
治
元
年
正
月

同

右
二
五
三
-
四
頁
)

『
吾
妻
鏡
』
の
後
半
部
を
埋
め
る
の
は
右
の
ご
と
き
星
宿
祭
祀

の
記

事
で
あ
る
。
鎌
倉
幕
府
は
、
天
変
の
た
び
に
陰
陽
師
や
祈
薦
僧
を
動
員

し
て
、
泰
山
府
君
祭

・
属
星
祭

・
曜
宿
護
摩
な
ど
、
幾
多
の
星
宿
儀
礼

を
営
ん
で
い
た
。
そ
の
回
数
と
種
類

の
多
さ
は
平
安
の
貴
族
社
会
の
も

の
を
凌
ぐ
ほ
ど
で
あ
る
。
天
変

に
対
す
る
怖
れ

は
、
質
実
剛
健
を
気
風

と
す
る
鎌
倉
武
士
と
い
え
ど
も
例
外
で
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
親
鷲
と
ほ
ぼ
同
時
代

の
史
料
か

ら
天
変
に
関
す
る
記
事
を
些

か
拾
い
あ
げ
た
。
当
時
は
天
文
史
上
の
特
異
期

で
で
も
あ

っ
た
か
と
思

わ
れ
る
ほ
ど
に
天
体
の
異
変
が
あ
い
続
く
が
、

例
示
し
た
史
料
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
人
び
と
は
そ
れ
ら
を
神
経
質
な
ま
で
に
怖
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
中
世
の
人
び
と
に
と

っ
て
天
体
宇
宙

は
親
し
む
べ
き
空
間
な

ど
で
は
な
く
、
人
の
世
の
運
命
を
支
配
し
、
災
異
を
も
た
ら
す
畏
怖
す

べ
き
空
間
に
ほ
か
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

親
鶯
は
こ
の
よ
う
な
中
世
人
の
宇
宙
観
を
根
底
か
ら
覆
し
、
天
体
を

す
べ
て
仏
の
配
慮
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
新
た
な
宇
宙
観

を

呈

示

し

た
。
す
な
わ
ち
、

コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
の
転
換
。
親
鷲
は
、
こ
の
世
の
運
命

を
司
る
と
さ
れ
た
天
体
を
阿
弥
陀
仏
の
布
置
空
間
と
位
置
づ
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
畏
怖
す
べ
き
対
象
で
な
い
こ
と
を
明
示
し
、
当
時

の
中
世
的
宇
宙
観
を
高
度
な
宗
教
的
宇
宙
観
に
ま
で
変
成
さ
せ
た
の
で

あ
る
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>
 
星
宿
、
玉
葉
、
明
月
記
、
吾
妻
鏡(龍

谷
大
学
講
師
)
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